
うるま市宮城島方言の格・とりたての資料 

中本 謙（琉球大学） 

 
１．うるま市宮城方言の概況 

  

うるま市宮城島の概況については中本（2020）(2021)1のなかですでに述べたが、あらた

めて以下に示す。 
 
沖縄本島中部の東側に勝連半島がある。半島から北東に「海中道路」が伸びており、平安

座島、宮城島、伊計島へと道路は続いている。 
宮城島は、周囲 12.2 ㎞、面積 5.51 ㎢と比較的周辺の島々より面積が広く、標高 100 メ

ートルを超える台形をしていることから、別名「高離島（たかはなりじま）」、「はなり」等

と呼ばれている。 
集落は、上原、宮城、池味、桃原の４つからなる。島の南西の平坦部に桃原が位置し、島

の高台の東崖下に上原と宮城が幅３メートルの道を境に立地している。北東の漁港に面し

て池味がある。 
方言的特徴から 4 集落をみると、基本的に上原、宮城、池味の３集落はハナリクトゥバと

いわれ、ほとんど差異がないとのことである。桃原は首里、平安座などからの移住者による

いわゆるヤードゥイ（屋取）の集落であり、３集落の方言とは異なる。 
（参考 宮城自治区 2005『なぁぐすく字誌』） 
 

本調査では、宮城集落を対象とする。2022 年 1 月現在、世帯数 93、人口は 149 人であ

る。方言区画上、沖縄本島中南部方言に属する。 
主な音声的特徴として以下のものが挙げられる。 

①サ>ハ 
[hatʃi]ハチ（先）、[juhandi]ユハンディ（夕方）、[hatoː]ハトー（砂糖）。沖縄本島中南部那

覇方言では[satʃi]サチ（先）、[jusanri]ユサンリ（夕方）、[saːtaː]サーター（砂糖）となる。 
②シ>ヒ 
[ҫitʃa]ヒチャ（下）、[ruːҫiː]ルーヒー（雑炊）。沖縄本島中南部那覇方言では、[ʃitʃa]シチャ（下）、

[dʒuːʃiː]ジューシー（雑炊）となる。 
③破擦音の摩擦音化 

 
1 中本（2020）「うるま市宮城島⽅⾔の動詞活⽤の資料」『シマジマのしまくとぅば１ 危機的な状況にあ
る⾔語・⽅⾔のアーカイブ化を想定した実地調査研究 令和元年度』琉球⼤学島嶼地域科学研究所, 中本

（2021）「うるま市宮城島⽅⾔形容詞の資料」『シマジマのしまくとぅば２ 危機的な状況にある⾔語・⽅
⾔のアーカイブ化を想定した実地調査研究 令和２年度』琉球⼤学島嶼地域科学研究所 
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[ʃinnuku]シンヌク（里芋）、 [ʃiː]シー（乳）、 [ʃinaː]シナー（綱）、 [ʃimi]シミ（爪）、      

[suː]スー（今日）。沖縄本島中南部那覇方言では、[tʃinnuku]チンヌク（里芋）、[tʃiː]チー（乳）、

[tʃina]チナ（綱）、[tʃimi]チミ（爪）、[tʃuː]チュー（今日）となる。 
  
これまで宮城島方言については、2020 年度に動詞の資料、2021 年度に形容詞の資料の報

告を行った。本年度は、格・とりたての資料について報告する。 

  

・話者は根保幸徳氏 1933 年生。調査は、2020 年 12 月,2021 年 12 月に、新型コロナウ

イルス感染防止対策をしたうえで臨地調査を行った。 
 
２．うるま市宮城島方言の格・とりたての資料  

 
1 （ごめんください。）太郎、い

る？ 
taroːja wuːnna. 

2 
ううん、太郎は いないよ。 jiːjiː, taroːja wuraɴ. 

3 
どこに 行ったの？ maːŋkai ʔidzaɡa. maːkai ʔidzaɡa. 

4 太郎は、朝から 畑に 芋を 

掘りに いっている。 
taroːja ʔasakara harukai ʔmmu ɸuiːɡa ʔidzoːɴ. 

5 
いつ 帰ってくるの？ ʔitʃi keːti suːɡa. 

6 昼ごはんの 前には 帰ってく

る。 
ʔasabannu meːneː keːti suːɴ. 

7 時間が あるなら お茶でも 

飲まない？ 
dʒikannu ʔareː sa:jatin numanna.  

8 ううん、１１時までに 家に 

戻らなくては いけない。 
jiːjiː, dʒuːitʃidʒimadineː jaːŋkai mudurandeː naraɴ. 

9 昼ごはんの あとで もう一度 

来るね。 
ʔasabannu ʔatu naː tsukeːmaː suːkutu(suːndoː). 

10 私は 今日は 忙しいから、だ

れか 役場に 行ってくれない

かなあ? 

wanoː suːja ʔitsunahaːkutu, taːɡajaraː jakubaŋkai 

ʔndʒiturahaŋɡajaː. 

11 役場へは 私たち 二人で 行

ってもいいよ。 
jakubaŋkaeː wattaː taiʃi ʔidʒinʃimundoː 
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12 車が 無いから バスか タク

シーで 行こう。 
kurumanu neːŋkutu basuka takuʃiːʃi ʔika. 

13 小銭が 無かったので、紙幣を 

硬貨に 替えて もらった。 
ɡumadʒinnu neːnteːkutu, kabidʒiŋ kuːdʒinuŋkai keːtaɴ. 

14 
あ、バス 来たよ。 ʔaneː basunu kitʃandoː. 

15 えっ、こんなに 早く バスが 

来たの？ 
heː ʔanʃi heːku basunu kitʃanna. 

16 
うん。 もう 来たんだよ。 ʔoː, na kitʃandoː. 

17 
さあ、あの バスに 乗ろう。 diː, ʔanu basuŋkai nurajaː. 

18 わたしの 鍬 その辺に あ

る? 
wa: kweː ʔmmarikaːŋkai ʔaːnna. 

19 どこを さがしても 鍬が 無

いんだよ。 
maː tumeːtiŋ kweːja neːnde. 

20 あった。あった。ここに あっ

たよ。 
ʔaːtaɴ. ʔa:taɴ. kumaŋkai ʔaːtandoː. 

21 
どれが おまえの 鎌だ？ dureː ʔjaː ʔiran jaɡa. 

22 その 柄の 短い 鎌が 私の

だ。 
ʔunu tikanu ʔintʃaharu ʔiranoː waːmun jasa. 

23 この 柄の 長い 鎌は 三郎

のか？ 
kunu tikanu naɡahaːru ʔiranoː saburoːnuru ʔeːnna. 

24 ううん、それは 弟の 鎌じゃ

ない。 
ʔaran ʔureː ʔuttunu ʔiranoː ʔaraɴ. 

25 この 鎌は 三郎の 鎌じゃな

いのか？ 
kunu ʔiranoː saburoːnu ʔiranoː ʔaranna. 

26 うん、それは 弟の 鎌じゃな

い。 
ʔoː, ʔureː ʔuttunu ʔiranoː ʔaraɴ. 

27 
じゃあ、この 鎌は 誰のだ？ ʔanseː kunu ʔiranoː taːmunɡa(taːmun jaɡa). 

28 それは おじいさんの 鎌かも

しれない。 
ʔureː mppuːnu ʔiraŋɡajaraː wakaraɴ. 

29 太郎は あした 那覇へ 友だ

ちに 会いに いくらしい。 
taroːja ʔatʃa na:haŋkai duʃi ʔitʃaiːɡa ʔitsuru hadʒidoː. 
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30 ここから 那覇までの 船賃は 

いくらなの？ 
kumakara naːhamadinu ɸunatʃinoː tʃassaː jaɡa. 

31 
往復で 五千円ぐらいだろう。 ʔndʒi kitʃaiʃi ɡosenembikeː jaru hadʒi.  

32 沖縄には 飛行機で 行くより 

船で 行った ほうが 安い

ね。 

ʔutʃinaːŋkaija çikoːkiʃi ʔitʃuʃijuka ɸuniʃi ʔitʃuʃiɡaru 

jassandoː. 

33 でも、船は 一日に 一回しか 

ないよ。 
jaʃiɡa ɸuneː ʔitʃinitʃini ʔikkwairu ʔaːndoː. 

34 港なら こっちの 道が 近道

だ。 
nnatujareː kunu mitʃiɡaru tʃikamitʃi ʔeːndoː. 

35 車が 来るから、道の まんな

かを あるいては いけない。 
kurumanu suːkutu mitʃinu mannakaː ʔattʃeː narandoː. 

36 
港で 甥の 五郎に 会った。 nnatuwuti miːkwanu ɡoroːtu ʔitʃataɴ.  

37 那覇からの 船に 乗って来た

んだって。 
naːhakaranu ɸunini nujaːi kitʃandi(kitʃandina). 

38 五郎は 日曜日まで 島に い

て、月曜日に 帰るそうだよ。 

ɡoroːja nitʃijoːbimadi ʃimaŋkai wuti ɡetsujoːbini 

keːjundiː. 

39 たしか お宅の お孫さん 小

学生だったよね。 
taʃika ʔjaː ʔmmaɡaː ʃoːɡakuʃiː jataŋjaː. 

40 うん、去年から 小学校に 通

っている。 
ʔoː kudukara ʃoːɡakkoːŋkai ʔidzoːndoː. 

41 孫は 目と 口が 私に よく 

似ている。 
ʔmmaɡaː miːtu kutʃinu wanuŋkai dʒikoː nitʃoːɴ. 

42 ここは 海に ちかいので 魚

が うまい。 
kumaː ʔumiŋkai tʃikahaːkutu ʔjuːnu maːhaɴ. 

43 一郎は 朝から 海へ 魚を 

とりに いった。 
ʔitʃiroːja ʔasakara ʔumiŋkai ʔjuːtuiɡa ʔidzaɴ. 

44 おまえは この 魚の 名まえ

を 知っているか？ 
ʔjaːja kunu ʔjuːnu naː ʃittʃoːnna. 

45 
これは カツオだろう？  kureː katsuːja ʔaranna. 

46 うん、 そうだよ。 カツオだ

よ。 
ʔoː, ʔan jandoː. katsuː jasa. 
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47 肉より 魚の ほうが おいし

い。 
ʃiʃijuka ʔjuːnuru maːhaɴ. 

48 私は タコの さしみが 食べ

たい。 
wanoː takunu namaʃiɡaru kamibusaːru. 

49 刺身も おいしいけど、 焼い

た 魚も おいしいよ。 
namaʃim maːhaːʃiɡa jatʃeːru ʔjuːm maːhandoː. 

50 酒は どうやって つくるか 

おまえは 知っているだろう？ 
sakeː tʃʔaːʃi tsukujuɡa ʔjaːja ʃittʃoːruja. 

51 うん。酒は 米から つくるん

だよ。 
ʔoː, sakeː kumikara tsukujundoː. 

52 私は 酒さえ あれば 他には 

なにも いらない。 
wanoː sakinu ʔareː ɸukani nuːn ʔiraɴ. 

53 二郎は 酒も 飲まないし、た

ばこも 吸わない。 
dʒiroːja sakin numan, tabakun ɸukaɴ. 

54 雨の ふる 日には 太郎は 

家で テレビばかり 見てい

る。 

ʔaminu ɸujuru çiːja taroːja jaːwuti terebibikeː nttʃoːɴ. 

55 おれは さつまいもなんか 食

べないぞ。 
wanoː ʔmmoː(ʔmmuja) kamandoː. 

56 食べて ねるだけなら いぬや 

ねこと おなじだ。 
kadi nindzurubikeː jareː ʔiŋja majaːtu junumun jasa. 

57 たまには お父さんの 手伝い

ぐらい しろ。 
tamaneː tʃaːtʃaːnu tiɡaneː(taʃiki) ʃi(seː). 

58 太郎、 この 荷物を 家まで 

かついで 行ってくれ。  
taroː, kunu nimutʃi jaːmadi katamiti ʔndʒi turaʃi. 

59 荷物が 重いので、 二郎と 

二人で もっても いいか？ 
nimutʃinu ʔmbuhaːkutu dʒiroːtu taiʃi muttʃin ʃimunna.  

60 いとこの 花子は 英語の 本

が 読める。 
ʔitʃikunu hanakoː jeiɡonu ʃimutʃinu jumiuːsuɴ. 

61 私は 花子に 英語を 教えて

もらった。 
wanoː hanakoŋkai jeiɡo naraːhattaɴ. 

62 去年 花子が 中学の 先生に 

なった。 
kudu hanakoː tʃuːɡakkoːnu ʃinʃiːŋkai nataɴ. 
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63 二郎は 小遣いの ことで お

とうとの 三郎と けんかし

た。 

dʒiroːja kudʒikeː dʒinnu kutuʃi ʔuttunu saburoːtu ʔoːeː 

çitʃaɴ. 

64 三郎は 二郎に げんこつで 

頭を なぐられた。 
saburoːja dʒiroːŋkai koːsaːnakai tʃiburu niːrattaɴ. 

65 二郎と 三郎は 喧嘩の こと

で じいさんに しかられた。 
dʒiroːtu saburoːja ʔoːeːnu kutuʃi mppuːŋkai nuraːttaɴ.  

66 その 話は 妻にだけ 聞かせ

た。 
ʔunu hanaʃiːja tudʒibikeːŋkai ʃikatʃaɴ. 

67 
あ、雨（が） ふってきた。 ʔaɡeː, ʔaminu ɸuti kitʃaɴ. 

68 やねの 上に いとこの 布団

が ほしてあったよ。 
jaːnu ʔiːŋkai ʔitʃikunu ʔudunu ɸutʃeːtaɴ. 

69 あーあ、布団が 雨に 濡れて 

びしょびしょだ。 
ʔaː, ʔudunu ʔamini ndʒiti ʃittai battai jasa. 

70 きのうは 風が 強かったね

え。 
kinuːja kadʒinu tsuːhataŋjaː. 

71 あれ、部屋の 中に 枯葉が 

入っているよ。 
ʔuneː, jaːnu nakaŋkai karibaːnu ʔittʃoːɴ. 

72 あの 開いた 窓から 入った

んだよ（入ったにちがいな

い）。 

ʔanu ʔatʃoːru madukara ʔittʃandoː(ʔittʃaru hadʒi). 

73 ほら、真っ白な 鳥が 空を 

飛んでいるよ。 
ʔuneː, maʃʃiruː tuinu sura tudoːndoː. 

74 あの 羽の 白い、くちばしの 

長い 鳥は なんだろう。 
ʔanu haninu ʃiruː kutʃinu naɡahaːru tuija nuː ʔeːɡa. 

75 あの 鳥は シラサギかもしれ

ないね。 
ʔanu tuija ʃirasaɡiru jaru hadʒidoː. 

76 
北海道 広かったねえ。 hokkaidoːja çiruhaːtaŋjaː. 

77 うん。食べ物も おいしかった

ねえ。 
ʔoː, kamimunum maːhaːtaŋjaː. 

78 北海道には クマが いるそう

だね？ 
hokkaidoːŋkaija kumanu wuːndijaː. 
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79 うん。シカも フクロウも い

るらしいよ。 
ʔoː, ʃikan hoːhoin wuːndi. 

80 北海道には めずらしい 菓子

が たくさん あった。 
hokkaidoːŋkaija midʒiraharu kwaːʃinu ʔohoːku ʔaːtaɴ. 

81 この お菓子は いくらで 買

ったの？  
kunu kwaːseː tʃassaʃi koːtaɡa. 

82 この お菓子は 北海道で 二

千円で 買った。  
kunu kwaːseː hokkaidoːwuti nisenenʃi koːtaɴ. 

83 おみやげは おばあさんから 

先に 上げた。 
naːɡimunoː paːpaːkara hatʃini ʔusaɡitaɴ. 

84 ばあさんのと おなじ おみや

げを 花子にも かってやっ

た。 

paːpaːtu junu naːɡimun hanakoŋkaiŋ koːti turatʃaɴ. 

85 孫たちに あげる つもりで 

菓子を 買って あった。 
ʔmmaɡantʃaːŋkai turasundi kwaːʃi koːteːtaɴ. 

86 お菓子は 箱の 中に いくつ 

あると おもう？ 
kwaːseː hakun nakaŋkai ʔikutʃi ʔaːndi ʔumiːɡa. 

87 
やっつぐらい じゃないかな。 jaːtʃiɡureː ʔaraŋɡajaː. 

88 
四つしか 残っていないよ。 juːtʃiru nukutoːndoː. 

89 台所に 行ったら お母さんが 

スイカを 切ってあった。 
ʔuɸuntuŋkai ʔidzakutu ʔammaːɡa suika tʃitʃeːtaɴ. 

90 （包丁があるのをみて）この 

包丁で 切ったんだ。（切った

に違いない） 

kunu hoːtʃaːʃi tʃitʃaɴ. 

91 おまえ、かごは どうやって 

作るか 分かるか？ 
ʔjaːja baːkeː tʃaːn tsukujuɡa wakatoːnna. 

92 小刀で 竹を 削って つくる

と おもう。 
çiːɡunakai daki wajaːni tsukujundi ʔumujuɴ(ʔumiːɴ). 

93 稲刈りの ときには 子どもに

まで 手伝わせる。 
ʔnnikaiːneː warabimadi tiɡaneːʃimiːɴ. 

94 花子は きのうから 病気で 

ねている。 
hanakoja kinuːkara jammeː kakati nintoːɴ. 
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95 花子は かあさんに ごはんを 

たべさせて もらった。 
hanakoja ʔammaːŋkai muŋ kamahattaɴ. 

96 花子は お粥しか 食べられな

かった。 
hanakoja ʔukeːmeːbikeːru kamarantaɴ. 

97 医者が くれた くすりを の

めば なおるだろう。 
ʔiʃakara turahattaru kusui numeː noːjuru hadʒi. 

98 病気を 治すには たくさん 

食べて、 十分 寝なければな

らない。 

jammeː noːsuru tamineː tsuhaːra kadi dʒuːbun 

nindandareː naraɴ. 

99 
そこには 女しか 入れない。 ʔmmaŋkaija jinaɡubikeːru ʔiraraɴ. 

100 男なら 赤ちゃんでも 絶対に 

中には 入れない。 

jikiɡa jareː ʔakaŋɡwa jatin ʔikanaʃin nakaŋkaija 

ʔiraraɴ. 

101 教えてもらわなければ なかに 

入っていた。入っていたにちが

いない。（実際には、入らなか

った） 

naraːhantareː nakaŋkai ʔittʃoːtaɴ. ʔittʃoːtaru hadʒi. 

102 石と 石の 間から 水が 湧

いている。 
ʔiʃitu ʔiʃinu jeːda midʒinu watʃoːɴ. 

103 この 水、沸かした 水より 

美味しいよ。 
kunu midzeː wakatʃeːru midʒijuka maːhaɴ. 

104 
ほら、ひとくち 飲んでみて。 ʔuri tʃukutʃeː nudi ndi. 

105 花子も お菓子が 好きかもし

れない。 
hanakoŋ kwaːʃija ʃitʃijaru hadʒi. 

106 
和子と 花子は 友だちだ。 kadzukotu hanakoː duʃi jasa. 

107 （タバコの吸い殻をみて）先生

は ここに 居たんだ。 
ʃinʃiːja kumaŋkai wuːteːndeːjaː(wuːteːsa). 

108 人は 生きる ために 働かな

ければならない。 
tʃoː ʔitʃirutamini hatarakandeː naraɴ. 

109 食べやすい ように お母さん

が 団子を 串から 外して 

あった。 

kamijassanneː ʔammaːɡa daːɡoː ɡuʃikara hantʃi ʔataɴ. 

110 おとななのに 卵焼きさえ 作

れないのか？ 
ʔuɸutʃu jatoːti tamaɡojakin tsukuiuːhanna. 
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111 いつも お母さんに つくって

もらっていたから 何も 作れ

ない。 

ʔitʃin ʔammaːɡa tsukuti kwiteːkutu nuːn tsukuiuːhaɴ.  

112 まだ 一度も 作ったことが 

ない。 
naːda tʃukeːman tsukutaru kutoː neːɴ. 

113 私でさえ 持てないのに、 お

まえには 持てないよ 
waɡa jatin mutʃiuːhammun ʔjaːn jareː mutʃiuːhaɴ. 

114 友だちとの 約束は 守らなけ

ればならない。 
duʃitunu jakusukuja mamurandareː naraɴ. 

115 
あの 人こそ 金持ちだ。 ʔanu tʃoː dʒimmutʃi jasa. 
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